
「至誠一貫」

あなたの座右の銘は何ですか？

座右の銘とは、常に心に留めて、自分の行動や判断の基準とする言葉。人生の指針や戒め

として使われ、自己紹介や面接などでよく使われます。十人十色、人それぞれ違います。

自分の座右の銘とは何かと考えたのは、大学のころだったと思います。高校の頃は、言葉

すら知らなかったかもしれないし、大学受験での面接練習の時に座右の銘という言葉を知っ

ていたかというと、その記憶はない。

そう考えると、今君たちに聴いたときに、自分の座右の銘は○○ですと答えられる生徒は

少ないと思います。

また、育ってきた環境、他人との関係、その時の自分が感じている物事、自分の今までの

経験などによって、昔これだと思っていた「座右の銘」と言えるものは、昔と今のものとは

違っていると思います。

「至誠一貫 自ら進んで捨て石たるに甘んぜよ」

この言葉は、ある高校の石碑に刻まれている言葉です。いつ造られた石碑なのかはわかり

ません。誰の言葉なのかもわかりません。

「至誠」や「至誠一貫」はいろんな学校の校訓であったり、有名な人物の名言のなかに入

っていたりします。調べてみると孟子（中国の儒学者）が言った言葉の中に出ていることが

ルーツのようです。

「至誠」とは、まごころ、思いやりの最上級。

「一貫」とは、最初から最後まで貫き通す。

これまで関わってきたことで、自分が図に乗っていたな、独りよがりの考えになっていた

なとか、相手に不快に思わせるようなことを言ってしまったなと思ったときなどは、至誠の

気持ちが抜けているなと思います。その気持ちを貫き通せていないなと思います。

自分の中では、自ら進んで捨て石（切り捨てられるもの）にならなくても良いと思うけれ

ど、何かを決めてそれに邁進していこうとするときに、自分の考えや意見が周りの大多数の

それと違っていた時には、我を押し通すのではなく、いろんな人の意見を聞き、より良い方

向に進めば良いと考えるようにしています。

わたしは今、座右の銘は何ですかと問われると、「至誠一貫」と答えます。
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行事は変更することがあります。ご了承下さい。

日 曜 時 学 校 行 事 日 曜 学 校 行 事

1 金 第１回推薦会議(就職) 1 月 始業式

2 土 九州地区高校生溶接技術競技会 2 火 唐工祭役員研修会

3 日 ホンダエコマイレッジチャレンジ(熊本) 3 水 HT⑥
4 月 特 全校登校日(AM) 4 木 英小テスト③

5 火 体験入学１回目(AM) 第２回推薦申込締切(就職､専門学校) 5 金 HR(唐工祭選手･出し物決め)
6 水 体験入学２回目(AM) 6 土

7 木 第２回推薦会議(就職､専門学校) 7 日

8 金 推薦決定者指導(学年,担任) 8 月

9 土 9 火

10 日 10 水 生徒保健委員会

11 月 山の日 11 木 数小テスト③ SC(AM)
12 火 学校閉庁日 12 金

13 水 学校閉庁日 13 土

14 木 学校閉庁日 14 日

15 金 学校閉庁日 15 月 敬老の日

16 土 16 火 就職試験開始

17 日 17 水 月曜授業 体育大会役員研修 HT⑦
18 月 ３年生夏季補習４ 18 木 国小テスト③ SC(PM)
19 火 ３年生夏季補習５ 19 金

20 水 ３年生夏季補習６ 進路面接セミナー 20 土

21 木 ３年生夏季補習７ 志望理由書セミナー 21 日

22 金 履歴書〆切 (３年生該当者のみ) 22 月

23 土 SAGAものスゴフェスタ 23 火 秋分の日

24 日 24 水

25 月 校内停電(14:00～ 17:00) 25 木 未来のスペシャリスト説明会(14:30) SC(PM)
26 火 受験願書〆切(大学) 26 金 中間考査(１日目)

27 水 履歴書発送準備完了 27 土 東西松浦バレーボール大会(本校､終日)

28 木 28 日

29 金 29 月 中間考査(２日目)

30 土 ガス溶接技能講習 30 火 中間考査(３日目)

31 日

ＨＴ：ヒューマントレーニング ＳＣ：スクールカウンセラー来校 キ：機械科 デ：電気科 ド：土木科 ケ：建築科 ⓐ:建築科マイスター派遣事業

体験入学準備
推薦決定者指導(学年,担任)

ロボット競技佐賀大会
マイコンカーラリー佐賀大会

大掃除､頭髪服装検査
④(1,2年:学年集会,3年:HR)

HR(1,2 年:ｸﾗｽ役員決め,3 年:進路激励会)
基礎製図検定

HR(1年:インターンシップ報告会,
2年:唐工祭選手･出し物決め,3年:ｸﾗｽ役員決め)
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◎高校総体･NHK杯 結果報告会
５月２５日(日)～６月５日(木)までの８日間に渡って開催された第６３回高等学校総合体

育大会に参加した部活動及び、第 72 回ＮＨＫ杯佐賀県高等学校野球大会に臨んだ野球部の
結果報告会が６月６日(金)に行われ、各部から大会での様子や結果の報告がありました。
今年度の大会では、バスケットボール部が準優勝、更に優秀選手賞に田代 楓さん(キ３)
が選ばれました。また、バトミントン部・男子個人戦シングルス田島佐助さん(デ２)がベ
スト４、陸上 3000mSC で井本楓雅さん(キ３)が第５位、ヨット部 男子シングルハンド級
で吉野照太郎さん(デ２)が第６位で、何れも九州大会出場を決めました。報告会ののち、表
彰と九州大会の壮行会が行われ、山口哲也教頭先生から激励の言葉がありました。

◎令和７年度第23回高校生ものづくりコンテスト佐賀県大会
６月７日(土)に、令和７年度 第２３回高校ものづくりコンテスト佐賀県大会が開催され、

本校から、それぞれの科から、旋盤作業部門、電気工事部門、測量部門、木材加工部門の４
部門に出場しました。旋盤作業、電気工事、木材加工の３種目は、佐賀工業高校及び玄海町
施設において実施し、測量部門は今年度、九州大会開催を見据えて、会場を唐津青翔高校で
実施しました。出場した選手達は、毎日遅くまで練習を積み重ね、これまで技術を磨いてき
ました。競技本番では、緊張しながらも、どの部門の選手達も日頃の練習成果を発揮し、ベ
ストを尽くしていました。今年の課題は難易度が高く、時間内に終了するのが難しいと言わ
れていましたが、選手達は、大きなミスもなく、制限時間内に仕上げる事ができました。
どの競技もハイレベルな接戦でしたが、木材加工部門に出場した小島凜太郎(ケ３)さんが

優秀賞(２位)、瀬戸夢人(３位)さんが優良賞(第３位)を獲得しました。
【出場選手名】
旋盤作業部門 井手義希(機３)
電気工事部門 井上悠斗(電３)
測量部門 Ａチーム 中谷拓夢(土３) Ｂチーム 牛草慧斗(土１)

Ａチーム 山口遥翔(土３) Ｂチーム 鶴田駿斗(土１)
Ａチーム 吉田広夢(土３) Ｂチーム 宮添智也(土１)

木材加工部門 小島凜太郎(建３)
瀬戸夢人(建３)

◎「ＳＯＳの出し方」教育講演会
６月１３日(金)、佐賀県精神保健福祉センター 山口玲子様

をお招きして「ＳＯＳの出し方」講演会を実施しました。山口

先生は、「人は、心と身体が密接に関係しており、心の状態が、

身体の不調として顕著に表れてきます。身の回りのいろいろな

事象がストレッサー(原因)となり、身体に取り込まれてストレ

スとなって溜まっていきます。適度のストレスは人にとってプ

ラスに作用しますが、過度のストレスは健康を害してしまいま

す。ストレスには、①「身体に出やすいタイプ」、②「気持ちが

落ち込むタイプ」、③「イライラしがちなタイプ」があり、それぞれに対処のしかたが違います。

気分転換に何かをやったり、休息を取ったり、身体を動かして発散させるなど自分に合った発

散方法を見つけてください。それでもなお、自分だけでは対処できないような心の不調に陥っ

たら、迷わず周りの大人や友人、家族、先生に相談しましょう。」と話されました。最後に、心

の相談窓口やメール、ＬＩＮＥでの連絡方法を紹介して頂きました。

◎野球部壮行会
６月２７日(金)、高校野球最大のイベントである、全国高等学校野球選手権大会(夏の甲子園)

出場を目指しての佐賀県予選大会を前に、本校野球部選手の壮行会が開かれました。

拍手で迎えられた入場行進のあと、野球部主将、磯口慧さん(機３)から「３年生にとっては

最後の大会になりますので、少しでも長い夏になるよう全員野球で頑張ります。みなさんの応

援を宜しくお願いします。」との決意表明をしました。また、堤田壮二郎生徒会長から「皆さん

はこれまで志を同じくし、日々遅くまで部活動にエネルギーを注ぎ、汗を流し、智恵を出し合

ってこられました。この大会でその成果を存分に発揮し、素晴らしい結果が出ることを願って

います。」と激励の挨拶をしました。最後に、磯口慧さんから力強い選手宣誓のがあり、神近正

学校長から「勝負の世界では競技のレベルが上がれば上がるほど勝敗は細部に宿ると言われま

す。野球に限らず、これまで培ってきた全てのものが自分の力になります。本校の教職員、生

徒一同が皆さんを応援しています。」との激励の言葉がありました。

野球部は７月１１日(金)１１：３０から、佐賀みどりの森球場に於いて佐賀学園高校と初戦

を行います。

◎２年生インターンシップ激励会
７月１日(火)～７月３日(木)までの３日間、２年生対象のインターンシップ（職場体験学

習）が実施されることに先立ち、６月３０日(月)にインターンシップ激励会が行われました。

神近正学校長から「学校では学ぶことができない生きた学びを得られるように頑張って下

さい。また、インターンシップを通して自分の将来を見据えて、自分自身を振り返る良い機

会になると思います。貴重な時間を割いて指導していただく企業の方々に感謝の気持ちを忘

れずに研修に励んで下さい。」と激励されました。
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